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重層的支援体制における支援と社会福祉法人に期待する役割
ｰ社会福祉連携推進法人制度の活用を通じてｰ

お 申 込
お問い合わせ

第３７回京都地域包括ケア事業研究会

16：00-17：30

ZOOMによるオンラインで行います

厚生労働省社会・援護局福祉基盤課
課長 宇野禎晃様

参加費 無料

下記Googleフォームよりお申し込みください

https://forms.gle/dZHGELZrPSB2HG9Q9

または、右のQRコードを
読み取り、お申し込みください

〆切 ８月２３日（月）
開催の前日までに、申込フォームに記載いただいたメールア
ドレスにZOOMのID・パスコード等をお送りいたします

主 催 京都地域包括ケア事業研究会

「重層的支援体制における支援と
社会福祉法人に期待する役割」

ー社会福祉連携推進法人制度の活用を通じてー

講演

定員 ８０名

京都地域包括ケア事業研究会は、新型コロナウイルス感染症により、２０１９年１２月の第３６回研究
会から休止しておりました。この間、コロナ禍により、高齢者、子どもたちなど様々な困難に直面してい
る人々の課題が顕在化し、その深刻化が明らかになりました。これらの地域の支援ニーズに対応する
３つの支援を一体的に実施する「重層的支援体制整備事業」が創設され、令和３年４月１日から施行さ
れました。
この度、第３７回研究会を開催させていただきますが、今回は、厚生労働省社会・援護局福祉基盤

課の宇野禎晃課長をお招きして、地域共生社会の実現のための重層的支援体制整備事業及び、そ
の実現のために社会福祉法人への期待する内容などについて、また、介護人材の今後の見通しなど
についてもご講演いただきます。
この4月からの介護報酬改定の重点項目に「災害や感染症への対応力強化」や「地域包括ケアの推
進」が掲げられております。今回の研究会での学びを通じて、再度、社会福祉法人が地域社会で求め
られている役割について考える機会とさせていただきます。

京都地域包括ケア事業研究会
代表 山田 尋志

https://forms.gle/dZHGELZrPSB2HG9Q9

